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受賞の感想と今後の抱負 

このたびは名誉ある吉田 壽記念医学研究振興会賞を頂き、大変光栄に存じます。2003 年にシカゴへ研究留

学をして以降、基礎研究を継続し、その成果を臨床試験に繋げたことが評価されたと考えております。これ

まで多くの先生方にご指導、ご助力を頂き、心より感謝申し上げます。これからも脊椎診療を通じて、三重

県の医療の向上に貢献出来ればと思っております。今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

受賞テーマ 

「多血小板血漿を用いた椎間板治療の開発と臨床応用」 

 

臨床医学（診療）分野に於いて成し遂げた顕著な業績 

椎間板変性は腰痛の重要な原因の 1 つであり、その治療法の開発は多くの患者の福音となる。椎間板内にお

ける炎症性サイトカインの病的発現による微小環境の変化および組織変性が疼痛過敏を惹起し、椎間板性疼

痛の出現に繋がると考えられている。我々は椎間板内に存在する細胞を活性化、基質代謝を亢進し、椎間板

内微小環境の改善することが腰痛に対する椎間板治療に繋がると考え、慢性腰痛患者に対する椎間板治療の

研究、開発を行ってきた。多血小板血漿（platelet-rich plasma、以下 PRP）は血小板、成⾧因子が高濃度に

凝集されており細胞の活性化、組織修復を促進するため、整形外科領域の再生医療に応用されている。我々

は、活性化 PRP から抽出した上清 (PRP-releasate、以下 PRPr) が、椎間板細胞の細胞増殖活性および基質

代謝（プロテオグリカンおよびコラーゲン合成）を著しく促進することを報告した (2006 年)。その後、臨

床前研究として家兎椎間板穿刺モデルを用い、自己 PRPr を変性椎間板内へ注入し、椎間板内の軟骨様細胞

は増殖、活性化し、椎間板高が回復することを報告した (2012 年)。これらの基礎研究の結果をもとに、椎

間板性疼痛患者に対する自己 PRPr 注入療法に対する医師主導型臨床試験を行い、その安全性および予備的

な疼痛改善効果を報告した (2016 年)。2018 年からは椎間板性疼痛患者に対する PRPr 療法の有効性を評価

する目的にて実薬（ステロイド）対照 2 重盲検無作為化比較試験を行った。治療後 8 週の時点において、

PRPr はステロイドと同等の疼痛改善効果が認められ、治療後 60 週に亘り、腰痛および quality of life (QOL)

が改善することを報告した。また、経過観察期間中の血液検査所見、神経学的所見、画像所見に明らかな異

常を認めなかったことより、PRPr 治療の安全性が確認された (2021 年)。PRPr は椎間板細胞の基質代謝を

促進するとともに、炎症反応を抑制する効果を持ち合わせている。臨床試験の結果より、椎間板内 PRPr 注

入療法の安全性および腰痛改善効果が示された。 

 

業績の概要と将来展望 



PRP を用いた椎間板再生治療を世界に先駆けて行い、その有効性を報告した。症例展望として、慢性腰痛に

対し安全性の高い、低侵襲治療を提供すること、特にアスリートの腰痛に対して本治療を提供すること。今

後、先進医療へ申請し、混合診療を目指す。 

 

本業績における実績 

椎間板性疼痛患者に対する自己 PRPr 注入療法は、三重大学医学部附属病院にて臨床試験として行った。ま

ず、14 名の患者に対し、安全性および予備的な疼痛改善効果を評価する目的に医師主導型臨床試験を行った。

次に、PRPr 療法の有効性を評価する目的にて 16 名の患者に対し、臨床研究開発センターの支援のもと、実

薬（ステロイド）対照 2 重盲検無作為化比較試験を行った。現在、関連病院においても臨床応用し、約 80 名

の慢性腰痛患者および椎間板ヘルニア患者に対し、PRP 治療を自由診療下に行っている。 
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本業績に対し学会から授与された賞 

第 22 回日本腰痛学会 最優秀演題賞 
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略歴 

平成 9 年 3 月 東京慈恵会医科大学医学部医学科 卒業 

平成 9 年 5 月 三重大学医学部附属病院 医員（研修医） 

平成 10 年 6 月 名張市立病院勤務 

平成 12 年 4 月 三重県立草の実リハビリテーションセンター 勤務 

平成 15 年 2 月 Rush Medical College at Rush University Medical Center（研究留学） 

平成 18 年 1 月 三重大学医学部救急部 助手 

平成 19 年 4 月 三重大学大学院研究科整形外科学 助教 

平成 22 年 6 月 三重大学医学部附属病院整形外科 講師 

令和 2 年 4 月 三重大学医学部附属病院 痛みセンター副センター⾧ 

令和 4 年 6 月 三重大学医学部附属病院病院准教授 

 

専門分野 

整形外科学、脊椎脊髄病学、脊椎脊髄手術、椎間板バイオロジー、再生医療、脊椎インプラント 

 

医学博士・専門医資格など 

医学博士 甲第 838 号（三重大学）、日本整形外科専門医、日本脊椎脊髄病学会指導医 

International Society for the Study of the Lumbar Spine（日本代表委員） 

日本整形外科学会（移植・再生医療委員、教育研修委員会） 

日本脊椎脊髄病学会（評議員、JSR 編集委員、専門医制度委員、ヒストリアン委員） 



中部整形外科災害外科学会 評議員 

最小侵襲脊椎治療学会（MIST 学会）理事 

東海脊椎脊髄病研究会 常任幹事 

BioSpine Japan 顧問 


